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参加のスタンス

• これまで、ユーザのアクティビティやコンテキスト（背
景情報）をセマンティックWebの知識表現を利用し
て明示化し、再活用するシステムを構築してきた

• 実は2002年に以下のスタンスでパネルディスカッ
ションに参加していた
– タイトル：セマンティックWebの理想は実現するか？―皆
が貢献し恩恵を受けるネットワークサービス―

• 今もあまり変わっていないかも
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これまでやってきたこと

• P2Pを用いたメタデータの流通プ
ラットフォーム（2002・2003年のコン
ファレンスで紹介※）
– Webブックマークのような簡単な操
作でコンテンツ間の関係を登録でき
るアプリケーションも開発

• Semantic iタウンページ（2003・
2005年に紹介※ ）
– iタウンページデータとユーザアク
ティビティや広告から抽出したメタ
データやオントロジによるポータル
の自動生成

• CSM（今年）

※興味のある方はINTAPのWebサイトに掲載されている過去の
セマンティックWebコンファレンスの講演資料を参照してください
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Web上のメタデータの今と未来

• 企業ユーザ向け
– 個人が保有する
データも活用した
ナレッジマネジメ
ント

– ユーザトレンド情
報の取得

• マスユーザ向け
– 個人の知識を活
用した検索エンジ
ンの高度化

– コミュニティ形成
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個々人が個人的な目的のた
めに生成しているデータ

RSS

メタデータ
の表現力

少数の人間によって記述
される公共性の高い普遍

的なデータ

レイティングやフィルタリング
のためのPICS

メタデータ記述に関する個人の関わりの程度

この領域のメタデータが
新しい二次情報サービス
の提供につながる

（異なる一次情報やメタデータとの関係が
生まれる）

FOAFデバイスなどに応じた
情報提示のためのCC/PP

商業的なWeb
サイトにおけるデータ

Webサイトのメタタグ
XMP

ダブリンコアの拡張
電子政府データ

Folksonomy
Flickrやdel.icio.us
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セマンティックWebの未来に向けて

• RDFの標準化とURIによって実現した知識表現の
相互運用性はここにきて活用され出した

• 情報の再構成によって、どれだけ有効な知識を発
見できるかがカギ

• ユーザアクティビティの活用によるデータ同士をつな
ぐメタデータの生成がますます重要

• 次世代Web（＝Web2.0？）の流れにのったユーザ
参加型データの増大に期待


